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　本書は、「赤†字」の発議者、かつ不擁不屈の

共瞬設立者、についての窺い伝記である。その経

歴は、欝じがたいような人生の浮き淀みを示して

いる。鐸大な人道主義巷は、私たちのためにこの

量雰において平報に共瞬生活するための諸々の漂

饗彗を残したのである。

　私たちは、アンリー・デュナン生誕葺§隼に、

本書の懲版を蕃能にした、へ移ザウ・シュタイネッ

グ財懸の寄付に対し、アペンツェル・アウ号一ホー

デン州教育・文化諜の宝くじ基金からの援跡に対

し、感謝する。
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蓬　ジュネーヴ、1828年5月8露

　この木曜8の夕方、ヴェルデン遜馨268番地（今

潟では稔番地／の上流家縫は、大きな安堵と葬常

な喜びの申にあったe華奢なアンヌニアントワ

ネットが、たった今8時鎗分に、最鋳の子換であ

る男の子を無事鐡産したのである。その翌嚢ロー

ヌの欝で名望を集める3入の構幾が、ジャン摩ア

ン弓・デュナンの出生を報告し、鐵生誕瞬書1こサ

インをするため、戸籍役場に姿を現した。誇らし

げな父ジャン累ジャック・デュナン、綾は大歳勢

を殺めた実業家。幸せな擬父アン饗・コラドン、

被は有名な羅究者で政治家、新しく生まれた子盤

に名付け親として露分の名蕪を与えた。第二の名

｛寸け蔑、叔父のダヴィド・デュナン、鞍は書籍簡．

愛羅的なジャーナリストで道徳主義者。

　幼ないアンリは、生まれ数綴の瞬が平穏な縫代

に誕生した。ジュネーヴ青斑が、貴族支麓から政

治離権利を奪取した、麗なまぐさい澆鼠は終わ弩

を告げていた。玉7§8隼、ナポレオン一重による領

土の欝金、その後に続いたフランス人による経済

鈎搾取も克騒されていた．誇弩商い簾毒国家ジュ

ネーヴは、露玉5年、自浅甕義的なスイス達麹に樵

人し、このことで政治的な安全を維持した。さて

有名な科学と芸術の麟究所を有するこの大学都霧

では、商業や工業も再び瞬璽化した。原動力として

は、禅は勧魑を愛し無為を講ずるというカルヴァ

ン濠の宗教的繧条が影響を与えた。貧しいもの

は痘己の現献1に責鉦があるGこの教義は、当然の

ことながら工業化が嬉まった蒔には労働者の袖会
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　鏡無のアンリー・デュナンの弱親、ジャン置ジャックと

嚢ラドン家出のアンヌ黒アントワネット

　ジュネーヴのヴェルデン通桝こあるデュナンの

生家。ブ嚢ンズ製のレサーフ毒董はめ込まれた記念

額がここですごした塗後数ヵ月を患い莚させる。

麟欝窮を鑓鑑することが鐵来なかった。その結果

ジュネーヴにおいても餓えた人々、乞貧、極箆の

数が増大した。

　アンリが生後6寄月の詩、講親は、現在のジュ

ネーヴ＝コルナヴァン駿の透くにある、新た1こ

改築された騨荘ゼラ・モネ雌に引っ越した。ここ

で、その後のδ年聡に、峨人の兄弟、ソフィ＝ア

ンヌ、ダニエル、マリーそしてピエール＝ルイか

誕生した。領地は大きく、湖、瞬、モンブランヘ

の眺望を紡げるものは締もなかった。デュナン

は、生瀧を通して幸せな子嚢時代をすごしたこの

場所のことをよく覚えていた。「私の父は、いろ

んな所にある領地に、珍しい球果穣鞠を栽培させ

ていた。披は、特磯な香弩で領地を騰1るのが喜び

であった。このことが、被には特にお気に天華）の

気購らしであった。なぜなら我が家が彼には簿よ

弩も大切だったからである。公醗は果樹がいっぱ

いで、極上の果実を、これまでどこにも晃い鐵せ

なかった果汁たっぷ弩で甘美な果実を、もたらし

た。ここはまた、蟹の光を浴びて、草の中や苔の

『ドで、ニオイスミレがたくさん生育していた場霧

でもあった。」

　デュナンの爽競は、とても受精豊かで、父が

大がか弩な蕗耀厳行のためしばしば長い溝留守に

し、非常に繊総な母が不安定な健濃状態からしば

しば寝込まねばならなかったにもかかわらず、子

懲たちのためになごやかな家縫生活を営んでいた

のである。

　父ジャン瓢ジャックは、再構な性質であった。

披の場合には、忍醗力、公正さ、鑑頼性と、責

紐感や地太を配感ずる能力とが結び合わされてい

たのである。披は、衰分の職業を、子婁のいない

マルセーユの叔父の藤握で駆諺だしからたたきあ

げ、広籠襲にわたる厳行によって磨きをかけた。

叔父は、ジャン＝ジャックを単独穰続人に捲名し、

彼にジュネーヴ毒内外にある会硅も家鷲敷も縫供

した。37歳の鋳彼は、縛帯をかまえるため故綴の

霧に戻った。一華後綾は、「ナンシー」という呼

び名をもつ、韓歳i慕いアンヌ灘アントワネットと

結婚した。彼女は、黒い§と清潔な外観をもつ小

構で優雅な女性で、決して美人ではないが業報で、

海事にも熱中し、貴族踏綴にもかかわらず控え§

であった。

　上流購綴の多くのジュネーヴ人と購様に、デュ

ナンの講義も、鱈｛舞復興運動「レヴェイユ」を基

礎として、鰺鎗隼にルイ・ゴーセンによって設立

された編者主義協会のメンバーであった。ゴーセ
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ンは、塗書を字義逓馨1こ解殺し、肇書に彗翼茎義され

ている予需でもって聴衆を熱獲させた。無常に敬

礎で慈悲深い「ナンシー」は、牧懸にとってよく

気のつく生経であった。デュナンの鏡年の著書や

スケッチから、被が幼少年難にゴーセジの宗教的

な考えによって強い影響を受けたことが推灘され

る。アンリは葬常に感じやすく、歪義に対する考

えをはっき鯵と示した。稜は母を葬常に愛し、母：

のお僕をして箪晦の汚い裏莚に住む貧乏人や病人

を定端的に訪鷺した。彼の父も自分の時瞬の一部

を公共福蟹のために購いた。披は、立法癖の一一員

であると講欝に毒の後見裁餐所の一員でもあった．

　宏教の科§を除くと、アンリは良い生徒ではな

かった。学校では被は繁縷学隼を繰量｝返さねばな

らなかった，学校時代を披は、家縫教衰醸こよる補

習教授で終えた。慈善鶴会の著いメシバーとして

被は、今や一人で貧乏人や懸人を訪麗し、綾らに

肇書や説教のためのテキストを讀んで闘かせた。

婚歳の蒔にアンリは、蓼ユラン・ソテ銀鴛で見習

いを嬉め、成果を挙げて終了した。その後この美

毅で富擦な若養を駆む立てたのは、地一鉦に楽聖を

樹立することであった。この濤擦のために披は、

職業護練の瞬の余暇を全て稽駕した。考えを瞬じ

くする人たちと彼は、毎週木曜雛の夜落ち合い、

聖書藩究、討講、燐祷を行なった。彼の熱意を手

跡けしょうとする動きが縫の人々に広がった。そ

の麹にも被は、弱者や不満を持つ人々を元気づけ、

描き裂力・れた｛寧聡を新たに結びつ書ナる縫方も書寺っ

ていた。アンリ・デュナンの木曜会は、ジュネー

ヴにおける晦一の宗教的、縫会醜な領海を有する

青年会ではなかったが、おそらく最も縞力的な青

年会であった。なぜならこの青隼会から、鰺52年

H月末、「ユニヨン・クレティエンヌ・ド炉ジュ

ネーヴ／ジュネーヴ・キ琴スト教連余震、すな

わち「ジュネーーヴ・キ》スト教育年会（CVJM／」

が誕生したからである。デュナンは逓鶴孫と会議

の記録｛系の役害彗鯵を弓1き受けた。綾は、フランス

やイギ毒ヌスの類徴のグループと文書で接舷を取1り
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娘め、籟互の会合を計慰し、透接するフランスの

地綾にさらなる野キリスト教青奪会3を形成すべ

く周懸を鼓舞した。綾の広籔1懇にわたる文通は、

イギ瞬スからベルギー、オランダ、フランスを越

えてレバノンにまで、いなアメ華寿合衆麟の往

断1こすら絋大した。デュナンの念頭1こは、蓋継

キリスト教徒の縫雰幾摸の霧睦か浮かんでいた。

この夢のために稜は、銀蕎の見習いを縫えた後も

全力を繧けた。察分の費環で披は、提携を姦し念

うため外蟹のいろんな青年会を訪絶し、麟盟の嚢

雰緩織のために奮麗した。この綴織は、全く綾の

購想逓弩に「キ琴ス｝教書奪会盤雰織盟≦として

欝55隼パ篭蔦こ実現した。最後の二隼雛デュナンは

もちろんもはや第一線で活動してはいなかった。

全く灘の課題が綾をとらえていたのである。

　デュナンは、i8灘、騒年以降名藩をアンリ一

翼e鍵yとゼYjを繙いて書いた。「なぜなら私は、

一籍しいジュネーヴの住霧鐘のたくさんあるデュ

ナンの中に、rアンリ・デュナン」靴の縫い子、

を発見したからである。きっと吟っぱなこの女性

は、サン＝ジェルヴェ、すなわち遺激諏の人たち

の居住地に住んでいて、私はこの過激滋の人たち

と題違われたくなかった葺と著書で彼はコメント

している。

2．お人好しの植民地入植者

　葺一口ツノくで槌斑地｛と熱力｛噴き縫峯した。i83奪

年からi8鶉隼の閥にフランスは、舞綾か墨異しア

ルジェリアを簸験した。経済は強力な活力を得

た。なぜなら投機的な投資が行なわれたからであ

る。このことで、その瞬有考の大半が「レヴェイ

ユ盛に所蔑しているジュネーヴの銀行も穂益を得

た。迅速に多くの秘益を得ることは、被らにとっ

て決して嫌悪すべきことではなかった。なぜなら

彼等の考えによれば、ヂ鞠質的に徳穣であること

の徳が慈善の徳を堅翼にする」からである。アン

蓼一・デュナンは、鰺53隼銀行の二人の顧客から、

スイス西部の農業労鍵者のために欝の村を建設す

る目麟を持ってセティフ地痙を観察するよう依頼

2総3隼i2舞

された。アルジェ董ナアヘの種々の厳行によって被

は、患い湧琴のいい投資家がいかに繁く財産を手

に入れたかを知った。しかし潮時に搾取し尽され

た新しい労舞看たちの運命も稜の頭を離れなかっ

た。ところで鞍はまたいつも手に塗書を持ち、イ

スラム教の健畏を説欝して編章篆書に誘鮎篭込もうと

試みた。披は嚢分を、紳の望む模範麟なケースと

みなしたのか、すなわち大鷺らしく部下を搬って

も容易に大金が得られることを謹弱しようとした

槌畏地支翫者とみなしたのか。諸々の記録がこの

方海を指し示している。難ずれにしても稜は新し

い社会に完全に身を投じたのである。デュナンは、

ノ肇、麦1懸を製造し…葺一葦ッノ翼こ輪建1できるようにす

るため、土地を手に入れ、近代魏な製粉装置の製

造を委託した。そのため鐙資金を鞍1ま、穀織や無

人のもとで集めた。すなわち彼らは藍体不隣の共

瞬経営者によって設立された夢モン・ジェミラ製

粉会社」のために50万スイス・フラン（今薮の髄

値1凝2焙鉄上1の株を蓼1き受けたのである。デュ

ナンは欝％の穂懸鯵を約束し、人々は鞍の言葉を

繕じた。しかしパリの所轄の官庁は、被の会縫の

ために土地や水をほとんど割絵当てることをしな

かった。デュナンは、繰む返し誌縛し、嘆額書を

つぎつぎに提鐵し、コネにものを養わせることを

し、フランス瞬畏にすらな弩、アラビア語を学んだ。

しかし成果はなかった。彼が鰺57年に行なったチュ

ニジア籏行の後に鐡織した著書匿チュニスの摂政

政治垂も、この著書がこの蟹の幾在の地理、経済、

文化について詳綴に配達しているにもかかわらず、

権民地雀に取馨入ることは鐵来なかった。貴重な

時講が浪費した。株の醗当は行なわれなかった。

　デュナンは絶望的になった。一一番轟い身分のフ

ランス人だけが纏民地省をせきたてることが畿来

ると考え、その時披はナポレオン三量のことを患

い浮かべた。フランスの皇帝に選ばれたナポレオ

ンー量の甥1ま、青少年時代をトゥールガウ州のア

レーネンベ毒ク絨ですごし、トゥーンのデュフー

ル将軍のもとで軍事講練を修了した。被はスイス

国浸に好意を持っていて、かつての教麟やその飽

のジュネーヴの人たちとも友好麹な聡孫を縫持し
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ていた。デュナンは、素早く巧みにペンを走らせ、

最も新しい著書を皇帝に献上した。なおこの著書

には、「再興されたカール大帝の帯蟹、あるいは

ナポレオン三三灘：皇帝降下によって復興された；神童整

脈一マ帝蟹豊という継々しい題名が縁けられてい

た。この追従の譲文は、「ダニエル書珪を擁彗霧に

して、新しい皇帝が、革命釣なヨーロッパを競一一し、

永続醜な平秘と袴編さのある時代を娘めるために

選抜されたことを、証明するものであった。

3．皇帝の後を違って

　新たに簿麟された本とアルジェ瞬アヘの種々

の心翫を騰1こ、デュナンはナポレオン三選のもと

へと講かった。パ彗で鞍は、皇帝が大群を率いて

鰐鮫戦争のため上蔀イタ褄アに滞在していること

を耳にした。サルディニア王ヴィット絃オ・エマ

ヌエーレ二選1は、イタ瞬アからオーストリア人を

駆逐するためのパートナーとしてナぷレオン三選

を蘇方につけることができたのである。デュナン

は、イタリアで皇帝を訪顯する決心をした。白い

植見地膿と熱帯繕ヘルメットを身につけて彼はブ

レッシアに鶴かった．馬事での数舞の蕨行の後こ

の地に翌彗蒼した綾は、ナポレオン炉癒営地を露東

に移聾したことを知るが、そこガルダ湖の下流で

は皇帝フランツ・ヨーゼフ一挺の詣揮するオース

ト華ア軍との決戦の準備が整えられていた。苦労

の末デュナンは、自分を戦場につれていってくれ

る篠者をみつけた。本道を通遺する軍の補強鞠資

のために、被らは締度も走瞬こくい轡む遂へと追

いやられた。御者は簿痩も厳行の纏繞を矩否した

が、デュナンはお金で気持ちを変えさせた。6月

2蓬9、一騎串彼らの後に響いてきて常に大きくな

鯵続けていた砲声が遠くの方に聞こえた。死ぬほ

ど疲れて綾らは、嚢没後小さな毒場簿カスティリ

オーネ・デレ・スティヴィエーレに到着した。そ

の小さな籍にたった今勝稽を収めたフランス入と

サルディニア人が戦場から帰還した。しかし今や

デュナンは、恐ろしい光景に遭遇した。遜弩の鵡、

広場、そして教会には、掻々な軍灘を養た負傷兵

の身体が累々と横たわっていた。がたつく客車で

次々とさらなる犠牲者、生命のある者、死むして

いる者、が運ばれてきた。デュナンは、綾の跨代

における最大の軍事離対決で犠牲になった人々と

懐け容赦なく対癒させられた。董85§年§月鱗嚢の

輯、東蓉から押し寄せた各々i5万人の兵がソルフェ

肇ナーノで封縛した。夕方逢万人の死者と負傷者が

戦場に横たわった。デュナンはシ3ックをおさえ

て、すばやく手を差し簿べた。稜は、重傷巻を積

み込む手跡けをし、食料の残鯵や煙草を分け与え、

うめき声をあげる看たちには励ましの譲葉をかけ、

死にかけている看たちには彼がそばにいることを

感じさせた。翌襲デュナンは、餐帯の赫料、食料、

薫製晶を買うために、舞鷺をブレッシアに遣わし

た。披嚢身は、再び横たわって駆る犠牲者や死に

かけている煮たちの轡叢鷺をした。鍍茎ま、持ってき

たシャツを切って包帯駕ガーゼにし、汚れた傷を

洗恥きよめ、曝が渇いている著たちに新鮮な水を

与えた。専警家み救護炉重る霧で不足していたた

め、デュナンはこの土地の人々に跡けを求めた。

鞍らは、この白衣を著たよそ巻が、決して好奇心

を持った観戦者ではなく、戴身離に手跡けし、驚

くべきや弩ガで欝蛋民のみならず敵薄営の犠牲者

にも立ち肉かっていることに気が盤いた時、多く

の女性や子繰、さらには少数の男性も鍍の紳擬に

なった。「ソーノ・トゥツティ・フラテツリ」（み

んな兄弟きと彼らは互いに言い合い、どの負傷者

も鍍らの蟹籍に縫係なく岡嶽に涯意深く慢語をし

た。デュナンと共に任意で参撫した号マリア人た

ちは、戦争の機数者はみな中立で、それ故等しく

扱われねばならないという、後の「毒†学課の基

本麟原魏を実践した。

　デュナンは、透くに捕虜1こなった医嚢毒オ患いるこ

とを箋iつた。鞍は、これらのオーストリア人を重

傷者の生命を救うために穣敬し診療にあたらせる

ことをフランス入の将校に求めたが、このことに

ついては皇帝の園意が必要という答えが返ってき

た。披は長くは考えなかった。綾は皇帝の宿営地

に行ったが、謁見を許可されなかった。つてのお

かげで稜は、顯いを少なくともナぷレオンの講官
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　　　　フランスの塗帝

ナポレオン三選1（認08年一落73年）

　7屑末デュナンは、カスティ琴オーネではもは

やいかなる任務もなくなったため、ミラノの慈善

臨会の招きに臨じた。披は、ミラノの上流被会の

多くのサ腿ンで、ソルフェリーノの体験をまるで

霧に見えるように議した。カをこめて織は、死にか

けている一般の兵隣たちの葬難のこもった訴えを、

締覆も繰諺返し議した。なぜなら稜らは、糧羅の

ために勇敢に戦った後、放護され、墨竈多量で死

んだからである。デュナンの目には、軍の響戦病

醗が完全に振蒼したことは、購らかであった。

　ジュネーヴとパ着意こ戻ったデュナンは、アル

ジェ饗アの繭売に心をくだき、わずか数ヵ月後に

は第二の滝と容易に水かひける追糠の士1地の醗

分を受けた。このことのために披は、新たに資金

を調達せねばならなかった。信顛を寄せる綾の友

人仲闘がさらに5倉万フランの株を購入した。デュ

ナンは、再びバラ色の光の中にアルジェリアを

見、新しい施設の獲得に努めた。森、採石場、鉱

山。しかし戦争によって負傷した人々の翼題が彼

の心を苛んだ。披はジュネーヴの住まいに戻舞、

二年闘懸かれたように新しい著書の執筆に取零

緩んだ。

4．窪ソルフェリーノの患い鐵毒

に伝えることが許された。懸詩に稜は、麟霧に「再

興された帝醗蓬について記した著書を手渡し、ナ

ポレオンヘの取弩次ぎを蟹頼した。皇帝は、要望

された捕虜の医学生や磐科医を毅放するため極め

て迅速に指令を発した。被は獣一kされた著書の受

け取1穿を丁重にことわ鯵、著書の公翼を禁壼した。

このことは、講額考にとって深灘な打撃であった

が、現在の後にはモン・ジェミラの製凝所よ等も

負傷した兵隊たちの方がよむ重要であった．デュ

ナンは、ジュネーヴのドゥ・ガスバラン僚爵夫人

あてに救援のための訴えをしたためた，この誘え

は、7月§欝聲の「ジュルナル・ドゥ・ジュネー

ヴ（ジュネーヴ新露岩に揚載され、その結果設

備のナ分でない戦幾地域の入醗患者たちに羅樗が

礎盤されることになった。

　デュナンは、当塒の葺一ロッパ縫合に衝撃を襲

えたこの本に、「アン・スヴ二一ル・ドゥ・ソルフェ

リーノ（ソルフェリーノの患い繊月という題名

をつけた。この本は、今醤においてもなお内容の

構成と人の心に訴える効果の点で傑作と見なされ

ている．文学的には、喜ナア暫タズム（写案主義｝の

さきがけとなったのである。

　叙達は、繋斐の擬説から始まる脅軍、兵力、将校、

戦略について詳纈に鞭告される。その後で、戦縫

の経遜、大量殺戮、騒々の将校の勇敢な最後が英

雄叙事詩の影式で、それも完全に戦争を凝大なド

ラマとして取鞍一と1げた欝欝1紀のルポルタージュ形

式で叙連される。戦幾を鉢験しなかったデュナン

は、確かな証槌書類を鍵舞所に、§撃考、将校、

專鱒家から戦麗の経遺について嬉穀を簿た。
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デュナンによるぎソルフェリーノの慰籍鎧嚢の簗一ページの清書

　・数地にまみれたオースト瞬ア人が大急ぎで退

難したことを叙述した後に文章のスタイルが一変

する。戦勝蟹の雛縫については一叢も絞れられず、

「夕暮れの影を落とす中で多くのフランス人兵士

が、棒翼や構蝶人や左入をさがし求めている」様

子がたんたんと報欝される。この後に、傷ついた

手建と鎮、酸と泥の中を転げ醸る身体、ぐしゃぐ

しゃ1こつぶれた顔、発露いた講、購び声を発する

硬直した鷺、このような｝タアルな光察が続く。負

傷者輸送の原始麟で糧嚢なや葦〉秀、移動診療施設

や病醗の容易なら轟献況、瞬酔倒なしの建の窮藪、

を人々は具体的に懸るのである，犠盤餐の罵1）、

瞬び、うめきについても語られる。教会や露地を

覆っている霞と汗による悪臭すら蕎密にはされな

い。葉巻の煙で、暖い込む空気を我縷できるもの

にしよう、という試みが峯蒔行なわれた。瀕死の
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r赤十字」設立の獲のアンリー・デュナン

父義たちの心醗ごと、乗鞍損ねた人生についての

若麿たちの嘆きの霞葉、そして雨霧・妻・婚約者

に対する驚き取れないほど小声でささやく最後の

嬲れの霞葉、を読者は耳にするのである。これほ

ど露象麟に正痘に戦争の纏い面が講者に瞬らかに

されたことは、これまで決してなかった。新鶴や

本に掲載されたスケッチや絵によるイラストも、

常に勇気や英雛的な行為を強調していた。

　最後のページをデュナンは、自分のヴィジ葺ン

のために霧いた。薪率報な蒔に白露意志に基づく

（篤志の〉救跡毯体を設立することはできないだ

ろうか。その§的は、戦鋳における負傷者が、こ

のような仕事に讐に適している、熱中して獣身的

に鍵ける志縣著たちによって縫話される、という

ものでなければならない。」デュナンは．戦争が

一屡残纏性を増した裟器を繕い、ますます犠牲者

を増趨させるだろうという欝提から懲発する。地

方においてデュナンは、一般薦幾か、隣人愛から

密ら篤志の看護入になるための教育を十分に受

け、全ての交戦蟹から承認され支持される場合に

は、野戦病饒に身を投じ得ることを、確震してい

たのである．それ敵被1ま、窪らの著書を嶽下のよ

うな友好醜な海容の（ここでは靉靆された／アピー

ルで終えた暮「鐸一ロッパ諸轡における〈負傷者

のための救勤懸体〉の設立に陶酔、法治蟹家の合

意を得るため、諸馨の地種！の高い将軍たちによる

蟹際会議を醗難ずることは、望み得ないことであ

ろうか。」　　　　　　　（2G｛｝3隼緯舞欝欝受理〉

　　　　　　　　養用テキスト
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の翻訳である。


